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り、演奏する者、さらに広義にはブラジルを訪れたこと
のある者が共通して、なにかしらブラジル特有の身体
性なるものを感じ取るからであろう。
　カポエィラは周知の通り、ブラジルに連れてこられ
た黒人たちが、奴隷という劣悪な環境にありながら生
み出した、格闘技の要素を含む踊りである（個人的には

「舞」と「闘い」であることから「舞闘」という言葉が最も
しっくり
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くる）。今でこそ、カポエィラの「ホーダ」と呼
ばれる実演がブラジルの無形文化遺産としてユネスコ
に登録されているが、長年、反乱や反抗の意志を表す活
動として禁止されてきた過去がある。今日、カポエィラ
がその音楽や動きの独自性と美しさから評価されてい
るのはさることながら、そうした抑圧の過去を乗り越
えた、解放の象徴としてとらえられていることも忘れ
てはならない。
「解放」というときに、大きく分けて二種類あるとい
えるだろう。一つが、社会的解放で、もう一つが、今回の
テーマでもある身体的解放である。
　先に述べた「解放」の象徴としてのカポエィラは、も
ちろん奴隷という立場からの解放で、社会的な解放で
ある。しかしながら、この社会的解放は身体的解放と不
可分である。禁止されてきたカポエィラやカンドンブ
レ（アフリカ起源の宗教）は、身体を伴って表現される
ものである。これらの踊りを踊る、歌を歌う、音楽を奏

でる身体を、自由に、抑圧されることなく解き放つこと
が可能になることこそがまさに「解放」なのである。
　ブラジルで奴隷制度がなくなったからといって、偏
見や格差などの問題が解消されたわけではない。しか
しながら、奴隷制度のあった時代から、黒人たちは自分
たちのアイデンティティを守りながら、抵抗する手段と
してカポエィラという文化を紡いできた。禁止されるま
でに、カポエィラを通して当時の制度を脅かし、その制
度に対する批判と再考を促してきた。そして今日でも、
私たちを取り巻く社会問題に対して、常に再考の必要性
を突きつける機能を発揮しているように思われる。
　講演会やシンポジウムでは、こうした可能性を持つ
ものとして、カポエィラを身体的、文化的、社会的な側
面から、さまざまな分野における研究者の見解を交え
て議論することができた。女性の身体と社会との関わ
り、日本から見たブラジル文化、アフリカから見たブラ
ジル文化など、日本で開催されたからこその見解も少
なからず提示された。そうした意味では、ブラジル文化
という他者を見つめることにより、私たち自身の生き
る日本社会を見つめなおす作業でもあった。
　今回のワークショップと講演会は、これからの更な
る対話と議論の皮切りになっただろう。そしてそのこ
とが、今回の最大の功績ではないかと、今後のために、
喜ばしく思う次第である。

GINGA NZINGAは、楽しみにしていたカポエィラ
のイベントだった。しかし、開催前は楽しみな反

面、若干不安な部分もあった。それは、４才と２才の息
子二人を連れて参加する事を予定していたからだ。初
日に先生方に挨拶をする際に、「イベントに子ども達
を連れて参加したいと思っています。問題無いでしょ
うか？」と聞くと、すかさず、「何も心配無いよ！！ 連れ
てきてよ！！ お願いね！！」と優しく、笑顔で言ってくれ
た。その瞬間に不安は完全に無くなり、子ども達と一緒
に最大限イベントを楽しもうという考えに変わった。
　休憩時間に先生と子ども達が楽しげに、カポエィラ
をして遊んでいるのを見かけた。そのカポエィラは一
般的に言われている“戦い”でもなく、“踊り”でもなかっ
た。その自然な姿はまるで会話で遊んでいるようで
あった。

　カポエィラは、アフリカ大陸から奴隷として連れて
こられた多様な人種と文化が混ざりあい、ブラジルで
生まれた。その過程では、言語が違う人種同士が同じ時
間と場所を共有する必要があっただろう。人種ごとに
異なる踊り方や楽器の叩き方もあったと思う、言葉が
通じない彼らは、楽器、歌、踊りでコミュニケーション
を取り合い、その一つとしてカポエィラが生まれたの
かも知れない。
　子ども達とブラジルの先生が言語と世代を超えて、
カポエィラでコミュニケーションを取り合っていた。
カポエィラが持つ多様な可能性と魅力を再確認したひ
と時だった。
　ジャンジャ師範、パウリーニャ師範、ポロッカ師範。
三人と共に過ごせた時間に感謝します。
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